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ありがとうございます。 

 
マブリ・トワケス・コートジボワール共和国外務大臣， 

アンドレ・ヴァリ二・フランス共和国外務・国際開発大臣付

開発・仏語圏担当長官， 
各国閣僚及び大使の皆様，  

御列席の皆様 

 
日本政府を代表し，日仏共催のＴＩＣＡＤⅥ公式サイドイ

ベント，「アフリカのための日仏パートナーシップ」への御

参加を心から歓迎いたします。 
 

今回のＴＩＣＡＤは，２３年のＴＩＣＡＤ史上初のアフリ

カ開催です。そして，本イベントも，ＴＩＣＡＤ史上初の日
仏共催の公式サイドイベントです。本イベントの実現にあた

り，多大なるご協力を頂いたフランスの皆様に，厚く御礼申

し上げます。 
 

御列席の皆様，  

 
 日本とフランスは，自由，民主主義，人権及び法の支配の

尊重といった価値を共有する，極めて重要なパートナー国で

す。２０１３年，安倍総理大臣とオランド大統領は，安全保
障・成長・イノベーション・文化を振興するための「特別な

パートナーシップ」を表明しました。 

 
日本とフランスは，エネルギー，自動車，医療，持続可能

な開発といった分野において，イノベーションにより共に世



界をリードし，緊密かつ野心的なパートナーシップを築き上
げてきています。 

 

そして，我々が本日祝福すべき日本とフランスの最も重要
なパートナーシップは，アフリカのためのパートナーシップ

です。昨年，日仏両国首脳は，「アフリカにおける持続可能

な開発，保健及び安全のための日仏計画」を発表し，アフリ
カの更なる発展のために，日仏両国が，共に手を携えていく

ことを誓いました。 

 
御列席の皆様， 

 

日仏アフリカ協力の三本柱の一つである，持続可能な開発
に関し，日仏両国は，コートジボワールのアビジャンをパイ

ロット都市として特定し，持続可能な都市開発に共に取り組

んでいます。 
 

アビジャンでは，豊田通商とＣＦＡＯ
セーファーオー

社が，次世代ショッ

ピング・センターの開設やインターネット・ショッピングと
いった分野においても協力を進めています。更に，この協力

はアビジャンから他のアフリカの都市へも広がりを見せて

います。そして，本日も，三菱商事によるＭＯＵ署名等，  
アビジャンにおける新たな日仏民間セクターの協力が発表

されると伺っております。 

 
二つ目の柱の保健分野においては，本年５月，日仏両首脳

も出席し，日本で開催されたＧ７伊勢志摩サミットで，アフ

リカが抱える保健課題も踏まえ，保健分野が大きく取り上げ
られ，日仏で推進してきたユニバーサル・ヘルス・カバレッ

ジ（ＵＨＣ）がＧ７で初めてハイライトされました。サミッ

トに先立ち日本政府は保健分野への貢献策として約１１億
ドルの貢献策を発表し，アフリカも含めた国際保健に関する

Ｇ７の議論をリードすることができました。 



エボラ出血熱治療薬に関し，富士フイルムグループとフラ
ンス国立保健研究所（ＩＮＳＥＲＭ）の共同研究が行われて

います。このような，素晴らしい日仏協力が保健分野におい

ても更に進展することを期待しています。 
 

 そして安全の分野では，先月，安保理において岸田外務大

臣が議長を務め，公開討論「アフリカにおける平和構築」を
開催しました。この公開討論に，フランスからは，ヴァリニ

長官が御出席されました。 

また，今回のＴＩＣＡＤⅥにおいて日本は，アフリカにお
ける平和と安定の実現のための取組を，明日，安倍総理から

発表します。 

 
御列席の皆様， 

 

今回のＴＩＣＡＤⅥに際し，日アフリカ関係において史上
最大となる約２００社に及ぶ日本企業と，約２０社のフラン

ス企業のリーダーが，ここナイロビに集いました。日仏両国

政府は，ＪＩＣＡ，ＡＦＤといった開発機関と共に，日仏民
間セクターが，アフリカの持続可能な開発，アフリカの保健，

アフリカの安全強化のために連携していくことを後押しし

ていきます。 
 

最後に，日仏両国が，アフリカの更なる発展のために，よ

り多くの貢献ができることを祈念しつつ，私の御挨拶に代え
させて頂きます。 

 

ありがとうございました。           （了）         
 

 

 


